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適応⾏動は外敵の存在する現実世界で生き延びるために必要不可⽋である。しかし、神経科
学の研究は人工的な環境で育った実験動物を用いることが多い。本研究では、複数の実験用
マウス系統と野生のマウス系統の⾏動とその神経メカニズムの違いを精査する。通常の実験
動物の飼育環境では外敵は存在しないため、そのような環境で何世代も飼育されてきた実験
動物は野生の動物とは異なった適応⾏動を⽰す可能性がある。本研究により、実験用系統と
野生系統の違いを理解し、神経科学分野での広範な理解が進むことが期待される。
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